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石 川 県 体 育 施 設 管 理 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 知 事 本谷 正 憲

石 川 県 規 則 第 二 十 号

石 川 県 体 育 施 設 管 理 規 則

( 趣 旨 )

第 一 条 こ の 規 則 は 、 石 川 県 体 育 施 設 条 例 ( 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 条 例 第 四 十 六 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ) に 基 づ く

石 川 県 体 育 施 設 ( 以 下 「 施 設 」 と い う 。 ) の 管 理 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

( 用 語 )

第 二 条 こ の 規 則 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 利 用 ス ポ ー ツ の た め に 施 設 を 使 用 す る こ と を い う 。

二 使 用 前 号 以 外 に 施 設 を 使 用 す る こ と を い う 。

三 勤 労 青 少 年 二 十 歳 未 満 の 勤 労 者 を い う 。

( 入 場 の 制 限 、 禁 止 行 為 等 )

第 三 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 行 為 を 行 う 者 に 対 し て は 施 設 内 へ の 入 場 を 拒 否 し 、 又 は 退 場 を 命 ず る こ と が

で き る 。 た だ し 、 許 可 を 受 け た 場 合 は こ の 限 り で な い 。

一 行 商 そ の 他 こ れ に 類 す る 商 行 為

二 寄 附 の 募 集

三 宣 伝 そ の 他 こ れ に 類 す る 行 為

四 広 告 物 の 掲 示 若 し く は 配 布 又 は 看 板 若 し く は 立 札 の 類 の 設 置

五 他 人 に 迷 惑 を 及 ぼ し 、 又 は 嫌 悪 の 情 を 催 さ せ る 行 為

六 そ の 他 施 設 管 理 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る 行 為

( 時 間 の 区 分 等 )

第 四 条 条 例 別 表 の 午 前 、 午 後 、 夜 間 、 一 日 、 全 日 及 び 一 泊 の 区 分 は 、 次 の と お り と す る 。

一 条 例 別 表 第 一 号 の 場 合

午 前 午 前 八 時 か ら 正 午 ま で

午 後 正 午 か ら 午 後 五 時 ま で

一 日 午 前 八 時 か ら 午 後 九 時 ま で

条 例 別 表 第 二 号 の 場 合

午 前 午 前 八 時 か ら 正 午 ま で

午 後 正 午 か ら 午 後 五 時 ま で

夜 間 午 後 五 時 か ら 午 後 九 時 ま で

全 日 午 前 八 時 か ら 午 後 九 時 ま で
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条 例 別 表 第 四 号 の 場 合

午 前 午 前 六 時 か ら 正 午 ま で

午 後 正 午 か ら 午 後 五 時 ま で

夜 間 午 後 五 時 か ら 午 後 九 時 ま で

全 日 午 前 六 時 か ら 午 後 九 時 ま で

条 例 別 表 第 五 号 の 場 合

午 前 午 前 八 時 三 十 分 か ら 正 午 ま で

午 後 正 午 か ら 午 後 六 時 三 十 分 ま で

一 日 午 前 八 時 三 十 分 か ら 午 後 六 時 三 十 分 ま で

条 例 別 表 第 六 号 の 場 合

午 前 午 前 八 時 三 十 分 か ら 正 午 ま で

午 後 正 午 か ら 午 後 五 時 ま で

夜 間 午 後 五 時 か ら 午 後 九 時 ま で

一 日 午 前 八 時 三 十 分 か ら 午 後 五 時 ま で

全 日 午 前 八 時 三 十 分 か ら 午 後 九 時 ま で

条 例 別 表 第 七 号 の 場 合

午 前 午 前 六 時 ( 一 月 四 日 か ら 三 月 三 十 一 日 ま で の 聞 及 び 十 一 月 一 日 か ら 十 二 月 二 十 八 日 ま で の 間 に あ っ て は 、

午 前 八 時 三 十 分 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ) か ら 正 午 ま で

午 後 正 午 か ら 日 没 ま で

一 日 午 前 六 時 か ら 日 没 ま で

条 例 別 表 第 八 号 の 場 合

一 日 午 前 九 時 か ら 午 後 十 時 ま で

八 一 泊 午 後 五 時 か ら 翌 日 の 午 前 八 時 ま で

2 条 例 別 表 の 一 時 間 の 計 算 は 、 利 用 時 聞 が 一 時 間 未 満 の 場 合 は 、 一 時 間 と し 、 利 用 時 聞 が 一 時 間 を 超 え る 場 合 で 利

用 時 間 に 一 時 間 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 一 一 一 十 分 未 満 は 切 り 捨 て 、 三 十 分 以 上 は 一 時 間 に 切 り 上 げ て す る も の と

す る 。

( 休 業 日 等 )

第 五 条 施 設 の 休 業 日 は 、 次 の と お り と す る 。

一 年 末 休 業 日 十 二 月 二 十 九 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で

二 年 始 休 業 日 一 月 一 日 か ら 一 月 三 日 ま で

2 前 項 に 規 定 す る 休 業 日 の ほ か 、 石 川 県 立 自 転 車 競 技 場 に あ っ て は 、 毎 月 第 一 火 曜 日 、 石 川 県 白 山 一 里 野 シ ャ ン ツ ェ

に あ っ て は 、 四 月 三 十 日 か ら 七 月 十 九 日 ま で の 聞 及 び 九 月 一 日 か ら 十 一 月 第 一 日 曜 日 ま で の 聞 の 毎 週 木 曜 日 ( 国 民

の 祝 日 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ) に 規 定 す る 休 日 に 当 た る 日 を 除 く 。 ) を 休 業 日 と す る 。

3 施 設 の 利 用 時 間 は 、 別 表 の と お り と す る 。

4 指 定 管 理 者 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 知 事 の 承 認 を 得 て 、 利 用 者 へ の サ ー ビ ス の

向 上 を 図 る た め 、 利 用 時 間 を 変 更 す る こ と が で き る 。

5 指 定 管 理 者 は 、 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 知 事 の 承 認 を 得 て 、 臨 時 に 利 用 時 間 を 変

更 し 、 又 は 臨 時 に 休 業 す る こ と が で き る 。

6 指 定 管 理 者 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ り 、 利 用 時 間 を 変 更 す る と き 又 は 休 業 す る と き は 、 速 や か に そ の 内 容 を 公 表 し

な け れ ば な ら な い 。

( 一 般 開 放 )

第 六 条 次 に 掲 げ る 日 は 、 施 設 の 運 営 に 支 障 が な い 限 り 無 料 開 放 と す る 。

一 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 第 二 条 に 規 定 す る 体 育 の 日

二 健 康 の 日 ( 毎 月 七 日 )

( 指 定 管 理 者 の 指 定 の 申 請 )

第 七 条 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 指 定 管 理 者 指 定 申 請 書 ( 別 記 様 式 第 一 号 ) を 提 出 し て し な け れ ば な ら な い 。

2 条 例 第 五 条 の 知 事 が 別 に 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 定 款 、 寄 附 行 為 又 は こ れ ら に 準 ず る 書 類

四
玉

」
ー

ノ
¥

七



同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 2 E ( ゆ 爾 司 ) 剖 期 ミ主緬 bラ d
担

申 請 者 が 法 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 登 記 事 項 証 明 書 又 は こ れ に 準 ず る 書 類

別 に 指 定 す る 事 業 年 度 分 の 貸 借 対 照 表 、 損 益 計 算 書 そ の 他 財 務 に 関 す る 書 類

組 織 、 事 業 内 容 そ の 他 申 請 者 の 概 要 を 記 載 し た 書 類

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

( 利 用 申 込 手 続 )

第 八 条 施 設 ( 附 属 設 備 等 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ) を 専 用 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 石 川 県 体 育 施 設 専 用 利 用

申 込 書 ( 使 用 許 可 申 請 書 ) ( 別 記 様 式 第 二 号 ) を 指 定 管 理 者 に 提 出 し 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 石 川

県 西 部 緑 地 公 園 テ ニ ス コ ー ト に お け る 利 用 当 日 の 専 用 利 用 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

2 指 定 管 理 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 専 用 利 用 の 申 込 み が あ っ た 場 合 に お い て 、 施 設 の 利 用 に 支 障 が な い と 認 め た と

き は 、 速 や か に 石 川 県 体 育 施 設 専 用 利 用 ( 使 用 ) 許 可 書 ( 別 記 様 式 第 三 号 ) に よ り 許 可 す る も の と す る 。

3 施 設 を 個 人 で 利 用 し よ う と す る 者 及 び 石 川 県 西 部 縁 地 公 園 テ ニ ス コ ー ト に お け る 利 用 当 日 の 専 用 利 用 に つ い て は 、

あ ら か じ め 指 定 管 理 者 に 申 し 出 て 利 用 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

( 専 用 利 用 の 変 更 手 続 )

第 九 条 前 条 第 一 一項 の 規 定 に よ り 施 設 の 専 用 利 用 許 可 を 受 け た 者 ( 第 十 三 条 及 び 第 十 四 条 第 一 項 に お い て 「 利 用 者 」

と い う 。 ) が 許 可 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 指 定 管 理 者 に 石 川 県 体 育 施 設 専 用 利 用 変 更 許 可 申 込 書 ( 使 用 変

更 許 可 申 請 書 ) ( 別 記 様 式 第 四 号 ) を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

( 使 用 許 可 手 続 )

第 十 条 施 設 を 使 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 石 川 県 体 育 施 設 専 用 利 用 申 込 書 ( 使 用 許 可 申 請 書 ) ( 別 記 様 式 第

二 号 ) を 指 定 管 理 者 に 提 出 し 、 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

2 指 定 管 理 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 使 用 許 可 の 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、 施 設 の 利 用 そ の 他 管 理 運 営 に 支 障 が な

い と 認 め た と き は 、 速 や か に 石 川 県 体 育 施 設 専 用 利 用 ( 使 用 ) 許 可 書 ( 別 記 様 式 第 三 号 ) に よ り 許 可 す る も の と す

る 。
四

( 使 用 変 更 手 続 )

第 十 一 条 前 条 の 規 定 に よ り 施 設 の 使 用 許 可 を 受 け た 者 ( 第 十 三 条 及 び 第 十 四 条 第 一 一項 に お い て 「 使 用 者 」 と い う 。 )

が 許 可 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 指 定 管 理 者 に 石 川 県 体 育 施 設 専 用 利 用 変 更 許 可 申 込 書 ( 使 用 変 更 許 可 申 請

書 ) ( 別 記 様 式 第 四 号 ) を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

( 勤 労 青 少 年 等 の 取 扱 い )

第 十 二 条 勤 労 青 少 年 、 十 八 歳 未 満 の 者 及 び 高 等 学 校 以 下 の 生 徒 児 童 は 、 第 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 個 人 利 用 の 申 出

の 際 、 身 分 証 明 書 等 そ の 身 分 を 証 明 す る も の を 指 定 管 理 者 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。

( 遵 守 事 項 )

第 十 三 条 利 用 者 及 び 使 用 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。

一 許 可 事 項 及 び 指 定 管 理 者 の 指 示

二 入 場 定 員 を 超 え る よ う な 入 場 は さ せ な い こ と 。

三 所 定 の 場 所 以 外 に お い て 喫 煙 し 、 又 は 火 気 を 使 用 し な い こ と 。

四 施 設 の 利 用 又 は 使 用 後 は 、 清 掃 を 行 い 指 定 管 理 者 に 届 け 出 て 点 検 を 受 け る こ と 。

五 そ の 他 施 設 管 理 上 の 注 意 事 項

( 使 用 料 の 納 入 )

第 十 四 条 利 用 者 及 び 使 用 者 は 、 利 用 又 は 使 用 の 際 に 条 例 第 十 二 条 第 一 項 の 使 用 料 を 納 入 し な け れ ば な ら な い 。

2 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 石 川 県 西 部 緑 地 公 園 テ ニ ス コ ー ト に お け る 利 用 当 日 の 専 用 利 用 に つ い て は 、 前 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 専 用 利 用 券 ( 別 記 様 式 第 五 号 ) に よ る も の と す る 。

3 第 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 施 設 の 利 用 に つ い て は 、 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 利 用 券 ( 別 記 様 式 第 六 号 ) 、 回

数 券 ( 別 記 様 式 第 七 号 ) 又 は 定 期 券 ( 別 記 様 式 第 八 号 ) に よ る も の と す る 。

( 使 用 料 の 減 免 )

第 十 五 条 条 例 第 十 三 条 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 減 免 に つ い て は 、 次 の と お り と す る 。

一 施 設 ( 石 川 県 白 山 一 里 野 シ ャ ン ツ ェ 及 び 石 川 県 西 部 緑 地 公 園 陸 上 競 技 場 ( 補 助 競 技 場 に 限 る 。 ) を 除 く 。 ) に お

い て 、 公 益 財 団 法 人 石 川 県 体 育 協 会 に 加 盟 し て い る 競 技 団 体 、 石 川 県 中 学 校 体 育 連 盟 又 は 石 川 県 高 等 学 校 体 育 連

盟 が 主 催 す る 競 技 会 の 場 合 は 、 使 用 料 を 半 額 と す る 。

二 準 備 又 は 整 理 の た め に 施 設 を 利 用 し 又 は 使 用 す る と き の 使 用 料 は 、 定 額 の 五 割 以 内 の 額 と す る 。
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そ の 他 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る 場 合 は 、 使 用 料 を 減 額 し 、一 一 一
( 使 用 料 減 免 申 請 手 続 )

前 条 第 三 号 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 減 免 を 受 け よ う と す る 者 は 、
又 は 免 除 す る こ と が で き る 。

石 川 県 体 育 施 設 使 用 料 減 免 申 請 書第 十 六 条

求 書 ) ( 別 記 様 式 第 九 号 ) を 指 定 管 理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

( 使 用 料 の 返 還 )

第 十 七 条 条 例 第 十 四 条 た だ し 書 の 規 定 に よ り 、 使 用 料 の 返 還 を 受 け よ う と す る 者 は 、

( 別 記 様 式 第 九 号 ) を 指 定 管 理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

石 川 県 体 育 施 設 使 用 料 減 免 申

請 書 ( 返 還 請 求 書 )
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平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第2号(第8条、第10条関係)

石川県体育施設専用利用申込書

(使用許可申請書)

年 月 日

(体育施設名) (指定管理者)様

住所

申込者 団体名

(申請者) 氏名 ⑪ 

(連絡担当者)氏名

電 話

次のとおり許可くださるよう申込み(申請)します。

施 設 名

場所(施設名)

目 的
(利用又は使用予定人員 名)

日 H寺

附属設備

要望事項

そ の 他

備考 申込者(申請者)本人(法人にあっては、代表者に限る。)が署名する場合は、押印を省略することがで

きます。

別記様式第3号(第8条、第10条関係)

石川県体育施設専用利用(使用)許可書

年 月 日

様

年 月
申込み 利用

日付けで のあった下記施設の については、次のとおり許可する。
申請 使用

(体育施設名) (指定管理者) 固

施 設 名

目 的

日 時

1 許可事項を遵守し、指定管理者の指示に従うこと。

2 入場定員を超えるような入場はさせないこと。

注意 事 項 3 所定の場所以外において喫煙し、又は火気を使用しないこと。

4 施設の利用又は使用後は、清掃を行し、指定管理者に届け出て点検を受けること。

5 利用又は使用事項に変更のある場合は、速やかに届け出ること。

そ の 他



平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第4号(第9条、第11条関係)

石川県体育施設専用利用変更許可申込書

(使用変更許可申請書)

年 月 日

(体育施設名) (指定管理者)様

住所

申込者 団体名

(申請者) 氏名 ⑪ 

(連絡担当者)氏名

電 話

次のとおり許可事項を変更したいので許可くださるよう申込み(申請)します。

施 設 名

的
(利用又は使用予定人員 名)

目

日 時

許可年月日

変更する事項

及びその理由

要望事項

そ の 他

備考 申込者(申請者)本人(法人にあっては、代表者に限る。)が署名する場合は、押印を省略することがで

きます。

別記様式第 5号(第14条関係)

専用 利用 券

(表面)

No. 石川県西部緑地公園テニスコート

専用利用券 No 

(使用料) お帰りになるまで持つ

(使用料) ていてください。

(日付印)

1時間

午前

午後

1 日

受付当日のみ有効。

石川県西部緑地公園テニスコート

(指定管理者)

(裏面)

(日付印)

1時間

午前

午後

1 日

備考 1 利用券は、 100枚つづりとする。

2 券面の使用料の欄には、条例別表に規定する金額を表示する。



平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第6号(第14条関係)

利用券

(表面)

No. 石川県

(体育施設名)利用券 No. 

(使用料) お帰りになるまで持つ

(使用料) : ていてください。

受付当日のみ有効。

(体育施設名) (指定管理者)

(裏面)

(日付印)

1時間

午前

午後

夜間

(日付印)

1時間

午前

午後

夜間

1 日 1 日

備考 1 利用券は、 100枚つづりとする。

2 券面の使用料の欄には、条例別表に規定する金額を表示する。

別記様式第 7号(第14条関係)

回 数

(表紙)

券

石川県体育施設利用回数券

(体育施設名)

12回分

(種目IJ) (使用料)

利用の際切り取って係員にお渡しください。

(体育施設名) (指定管理者)

No. (体育施設名)

(回数券)

(種別) No. 

石川県体育施設利用回数券

(体育施設名) (指定管理者)

備考 1 回数券は、 12枚つづりとする。

2 券面の使用料の欄には、条例別表に規定する金額を表示する。

3 種別は、 一般、勤労青少年又は高校生以下に区分して表示する。



平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第8号(第14条関係)

定期券

(表面)

No. 

石川県(体育施設名)利用定期券

(種別)

(種目)

(期間)

年月

年月
効有

ら

で
か

ま

円
ロ
門
ロ

氏名

様 ( 才) (男・女)

(体育施設名) (指定管理者)

(裏面)

使用上の注意事項

1 体育施設利用の際は、各施設の受付で係員に必

ず見せてください。

2 利用期限が切れたり、不要になったときは必ず

お返しください。

3 本人以外の使用は認めません。

4 不正使用のときは没収します。

5 大会等で利用できない場合がありますのでご了

承下さい。

備考 1 種別は、 一般、勤労青少年又は高校生以下に区分して表示する。

2 種目は、練習しようとするスポーツ種目名を表示する。



平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県公報 号 タト

別記様式第9号(第16条、第17条関係)

石川県体育施設使用料減免申請書

(返還請求書)

年 月 日

(体育施設名) (指定管理者) 様

住所

申請者 団体名

(請求者) 氏名 ⑪ 

(連絡担当者)氏名

電 話

減免 申請
次のとおり使用料を返還してくださるよう請求します。

使用施設名

使用 目 的

使用年月日

減免(返還)を

受けようとする

理 由

減免(返還)を

受けようとする

金 額

そ の 他

備考 申請者(請求者)本人(法人にあっては、代表者に限る。)が署名する場合は、押印を省略することがで

きます。
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